
①怒りの声をさらに広げよう！
｢花見禁止｣という前代未聞の暴挙を絶対に許さないぞ！

多くの法大生から怒りの声が集まっています。

②法大当局こそが一切の元凶だ！
法大当局は昨年の学祭で起こった｢事件｣を口実に、｢花

見禁止｣を強行しました。しかし、一切の元凶は、学生か

ら決定権を奪い、学内で集会やデモ、飲酒や宴会などを

全面的に禁止し、｢大学に黙って従え｣｢逆らったら処分す

るぞ｣と学生から自由と団結を奪ってきた法大当局です。

③文化連盟とともに闘おう！

文化連盟は｢施設管理権｣や｢営業権｣をふりかざす法大

当局と闘ってきました。だから法大当局は文化連盟を｢危

険団体｣と名指ししているのです。｢関わるな｣｢巻き込ま

れるな｣という法大当局の悪宣伝をはね返し、法政大学に

学生の団結体＝学生自治会を甦らせよう！

法政大学文化連盟(委員長･武田雄飛丸)
【メール】bunren08@yahoo.co.jp 【ＨＰ】http://08bunren.blog25.fc2.com/

法学部２年 経営学部２年

国際文化学部１年 経営学部２年

法大当局が学生に送ったメール



◆｢法政大学文化連盟｣とは？

文化連盟は1959年に創立されて以来、文化系サークル

団体として、サークル活動規制や学費値上げを阻止する

先頭に立ってきました。2008年に文化連盟は非公認化さ

れ、2012年に飲酒規制粉砕集会を呼びかけた武田雄飛丸

委員長が｢無期停学｣処分を受けます。出発点は2006年３

月14日です。法大当局は、ビラまき･立て看板を｢許可制｣

にしたことに反対してデモをした29人の学生全員を、警

察と結託して学内で逮捕させました。全員不起訴釈放さ

れたにもかかわらず、｢退学･停学｣処分を受けた５人の法

大生の処分撤回を掲げ、法大闘争が始まりました。

◆法大生の団結を破壊するための｢花見禁止｣

法大の現実はまさに｢ブラック企業｣です。外濠公園｢花

見禁止｣も同じ論理です。学生が酒を飲んで交流し団結す

ること叩きつぶし、それを｢常識｣にする。職場でもキャ

ンパスでも、｢おかしい｣ことに｢おかしい｣と声をあげら

れなくされています。生きていくためには、卒業するた

めには、当局の言いなりになって従うしかない－－これ

が｢ブラック企業｣や法大の現実を成り立たせてきました。

◆フランス学生はキャンパスから決起した！

戦争の問題も同じです。闘うべき時は今です。｢戦争と

貧困｣が一気に拡大しています。日本でも世界でも、直面

している状況は同じです。非正規職が増大し、社会保障

が削られ、軍事費が増大し、民族感情や宗派対立が煽ら

れ、それを口実にして戦争が行われようとする。しかし、

誰もがその状況に怒っているから、もう一度世界で労働

運動･学生運動が高揚する時期に入ってきています。最近、

フランスで労働者･学生が、労働規制緩和に反対して120

万人の大ゼネストをうち抜きました。しかも、｢対テロ非

常事態宣言｣を突き破ってです。多くの大学･高校がバリ

ケード封鎖され、街頭はデモで埋め尽くされました。

◆戦争を止めるための団結とストライキを！

私達が行動すれば、必ず社会は変えられます。労働者･

学生が今、｢力｣を奪われているからこそ、安倍政権は｢改

憲｣や｢戦争｣なんてことを言っています。しかし、日本の

労働者･学生は戦後ずっと、労働組合･学生自治会のもと

に団結し、ストライキで闘って｢再びの戦争への道｣を阻

んできました。ストをやれば、戦争になんか動員できな

い。自衛隊だけで戦争はできない。労働者が戦時徴用を

拒否し、学生が大学の戦争協力を粉砕したら、絶対に戦

争はできません。だから私たちは、｢ストライキで戦争と

めよう！｣｢ゼネストで安倍たおせ！｣と訴えます。

◆｢大学の主人公｣の誇りを取り戻そう！

安倍政権を倒す力を、私たち自身が取り戻そう。それ

は、学生が高い学費をむしり取られて、就職･資格に追い

回されるだけの｢ちっぽけな存在｣を強制されることを拒

否し、隣の仲間と団結し、この腐りきった資本主義の社

会を変革するために立ち上がることです。私たち学生に

は、絶対にそうした力があります。

安倍を倒そう。そして、｢大競争の時代を生き抜け｣と叫

んで学生の団結を破壊し、生存競争に駆り立て、法大生の

誇りを奪う田中優子総長体制を倒そう。すべての新入生･法

大生のみなさん、文化連盟とともに団結して闘おう！ 法政

大学の主人公は、田中優子ではなく３万法大生だ！


